
コアとなる事業の概要3つ（事業のタネ）

今後地域の将来像を実現するために必要と考えられる事業を3つ書いてください。
1

現時点で想定される課題・ボトルネック
①なぜこの事業をやるのか
（Why） 既存の資源を有効に活用し、持続可能な事業展開を図るため。

②どの地域資源を活用するか 尾鷲市、東紀州地域、三重県・和歌山県・奈良県に存在する既存の
海・山・川・歴史的遺産など

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What） 体験型メニュー

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像

⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

人、雇用、お金、地域間連携の強化
・アクティビティ関連事業者を連携させることが出来る企業連携プロデュー
サー

2
現時点で想定される課題・ボトルネック

①なぜこの事業をやるのか
（Why）

地産地消の木材を燃料とし林業を活性化させ、雇用の促進につなげるこ
とで地域の活性化を図りたい。

②どの地域資源を活用するか 東紀州地域ほかの間伐材や枝葉、短コロ、バーク、台風対策等で計画
伐採する樹木など

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What） 電力、未利用エネルギー供給、販売

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像

⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

森林資源、お金、雇用、産業、未利用エネルギー
・間伐材などの搬出方法の改善技術の知見を持つ専門家
・林業分野の人材育成

3
現時点で想定される課題・ボトルネック

①なぜこの事業をやるのか
（Why）

循環型エネルギーを活用した新産業を創出し、経済活性化や雇用拡大
を図るため

②どの地域資源を活用するか 当地域の未利用材等から発生する熱エネルギーと前面に広がる海（海
水）や海洋深層水等

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What） 薬剤に頼らない安心安全な食品生産物や観賞用花卉類等

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像

⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

生産物・雇用・お金・事業ノウハウ
・陸上養殖や植物工場のノウハウを持つ企業
・連携体を組織するためのノウハウを持つ専門家

活動地域・団体名：おわせＳＥＡモデル協議会

事業名称：プロジェクトーＳ（市民サービス・文化・観光事業）
事業概要 事業の内容

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who） 市内外を含めた、ガイドを束ねることが出来る組織体

・ガイドを束ねることが出来る組織の構築
・ガイドの育成
・体験メニュー開発
・収益的事業の構築
･広域連携による事業展開

広大な発電所跡地をハブとし、既存の資源（海・山・
川・歴史的遺産など）を活用したアクティビティ事業
（カヤック・ウォーキング・サイクリングなど）を推進するこ
とにより、域内はもちろん、広域連携を見据えた上で持
続可能な地域循環型社会の構築を目指す。

当地域事業者及び域外からの誘致事業者

事業名称：プロジェクトーＥ（エネルギー事業）
事業概要 事業の内容

東紀州地域の森林資源を活用した林業活性化や、
間伐材など未利用材の資源化による森林保全などの
林業振興をはじめ、地域の雇用経済に対する多くの効
果が期待される木質バイオマス事業を行うとともに、木
質バイオマス発電から排出される熱やＣＯ２など未利
用エネルギーの有効活用し,脱炭素社会、循環型社
会を目指す。

・尾鷲周辺地域はバイオマスが乱立しており、燃料となる材の調達が厳し
い。
・小規模バイオマス発電であるため事業性が厳しい。
・林業従事者の高齢化、人手不足

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who） 中部電力グループを含めた他事業者とのＳＰＣ化など検討中

事業名称：プロジェクトーＡ（農林水産・商工業事業）
事業概要 事業の内容

広大な火力発電所跡地に、木質バイオマス発電所か
ら排出される熱エネルギーを活用した循環型産業とし
て、アグリ事業（植物工場等）・アクア事業（陸上養
殖）を誘致し、地域経済の活性化や雇用拡大を目
指す。

・当地域に陸上養殖・植物工場のノウハウを持つ事業者が存在しない
・当地域に大きな規模の農業生産者が存在しない
・当地域に陸上養殖や植物工場に出資する資金力のある一次産業従
事者が存在しない

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who）
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